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①本研究の問題意識は、地方の価値低下にある。ここでいう地方とは非首都圏のことを指す。
②政治・経済・文化・社会の全方位にわたる首都への一極集中は数多くの近代国家企画を始原とし
た計画的・戦略的な一元化の産物であり、地方の人口流出・衰退・過疎化・消滅危機などの問題
はそうした首都一極集中がもたらした地方の価値低下の現れとみなす。
③問題解決には地方の再価値化に向けた計画的・戦略的な多元化の取り組みが求められる。
④本研究では、その手段たるインクルーシブイノベーションの仕組み（主体・空間・制度）を構築する
ための計画形成の理論と実践を探求する。
⑤研究対象は、問題意識が共有できる日本と韓国の地方におけるインクルーシブイノベーションの
取り組みとする。
⑥研究方法としは、事例研究を中心とした質的研究方法を主にしつつ、量的研究方法を併用する混
合研究を採用する。

研究概要

①地方の価値低下の現れとして、「空き（空き家・空き地・空き店舗）問題」に対するインクルーシブイノ
ベーションの計画形成（構想計画から計画評価まで）
②硬直した社会経済システムの故に疎外に直面してきた人間・資源の包摂を試みるインクルーシブビ
ジネスの戦略構築

産学連携の可能性（アピールポイント）

①外部資金実績：富士ゼロックス小林基金（2003～2004）、佐世保市（2013）、科研費（2008～2009；
2018～2020）、松浦市（2018）、長崎県（2018～2019）、韓国文化観光研究院（2021）、韓国農漁村公社
農漁村研究院（2022）、東京大学地域未来社会連携研究機構（2023）など
②外部委員実績：長崎県、佐世保市、松浦市などの多数の審議会・委員会の委員・委員長
③研修講師：佐世保市役所部長会（2006）、WTA-UNESCO Cooperative Project（2006～2018）など

外部との連携実績等

教員情報URL https://sun.ac.jp/researchinfo/cha/
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